
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の情報記録媒体を含み、前記第１の情報記録媒体に対する情報の記録、前記第１の
情報記録媒体に記録されている情報の再生、及び前記第１の情報記録媒体に記録されてい
る情報の削除を実行する第１の記録再生手段と、
　着脱可能な第２の情報記録媒体に対する情報の記録、及び前記第２の情報記録媒体に記
録されている情報の再生を実行する第２の記録再生手段と、
　前記第１及び第２の情報記録媒体に記録された複数のコンテンツ情報に対応する複数の
ライブラリ情報を含むライブラリ情報ファイルを、前記第１の記録再生手段により前記第
１の情報記録媒体に対して記録させる記録制御手段と、
　前記第１の情報記録媒体に記録された前記ライブラリ情報ファイルに含まれる全てのラ
イブラリ情報を前記第１の記録再生手段により削除させる処理、及び前記第１の情報記録
媒体に記録された全てのコンテンツ情報を前記第１の記録再生手段により削除させる処理
を独立して実行する削除制御手段と、
　を備えたことを特徴とする情報記録再生装置。
【請求項２】
　第１の情報記録媒体を含み、前記第１の情報記録媒体に対する情報の記録、前記第１の
情報記録媒体に記録されている情報の再生、及び前記第１の情報記録媒体に記録されてい
る情報の削除を実行する第１の記録再生手段と、
　着脱可能な第２の情報記録媒体に対する情報の記録、及び前記第２の情報記録媒体に記
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録されている情報の再生を実行する第２の記録再生手段と、
　前記第１及び第２の情報記録媒体に記録された複数のコンテンツ情報に対応する複数の
ライブラリ情報を含むライブラリ情報ファイルを、前記第１の記録再生手段により前記第
１の情報記録媒体に対して記録させる記録制御手段と、
　前記第１の情報記録媒体に記録された全てのコンテンツ情報だけを前記第１の記録再生
手段により削除させる処理を実行する削除制御手段と、
　を備え、

【請求項３】

【請求項４】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、動画像、静止画像、及び音声などの情報をハードディスク及び光ディスクな
どの記録媒体に記録したり、これら記録媒体に記録された情報を再生したりする情報記録
再生装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
動画像、静止画像、及び音声などの情報を記録再生するための装置として、ＤＶＤ－ＲＡ
Ｍに代表される光ディスクなどの着脱可能な記録媒体を取り扱う画像記録再生装置が開発
されている。さらに最近では、光ディスクなどの着脱可能な記録媒体とハードディスクの
ように装置に内蔵された記録媒体とを同時に取り扱うことが可能なハードディスク内蔵の
画像記録再生装置が開発されている。
【０００３】
このようなハードディスク内蔵の画像記録再生装置は、光ディスクおよびハードディスク
の大容量化に伴い、多数の番組を記録できるようになっている。これに伴い、どのディス
クに何を記録したかがわからなくなりやすい。各ディスクにはそれぞれ管理情報が書かれ
ているが、ディスクをローディングしてみないとそのディスクの内容がわからない。従っ
て、ユーザの記憶だけではどのような画像が記録されているかが管理できなくなってくる
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　前記削除制御手段は、前記第１の情報記録媒体に記録された全てのコンテンツ情報の削
除に伴い、前記ライブラリ情報ファイルに含まれる複数のライブラリ情報の中の、削除さ
れたコンテンツ情報に対応するライブラリ情報だけを前記第１の記録再生手段により削除
させる、
　ことを特徴とする情報記録再生装置。

　第１の情報記録媒体を含み、前記第１の情報記録媒体に対する情報の記録、前記第１の
情報記録媒体に記録されている情報の再生、及び前記第１の情報記録媒体に記録されてい
る情報の削除を実行する第１の記録再生手段と、
　着脱可能な第２の情報記録媒体に対する情報の記録、及び前記第２の情報記録媒体に記
録されている情報の再生を実行する第２の記録再生手段と、
　前記第１及び第２の情報記録媒体に記録された複数のコンテンツ情報に対応する複数の
ライブラリ情報を含むライブラリ情報ファイルを、前記第１の記録再生手段により前記第
１の情報記録媒体に対して記録させる記録制御手段と、
　前記第１の情報記録媒体に記録された前記ライブラリ情報ファイルに含まれる全てのラ
イブラリ情報を前記第１の記録再生手段に削除させる全削除モードを実行する削除制御手
段と、
　を備えたことを特徴とする情報記録再生装置。

　前記削除制御手段は、前記全削除モードの実行と独立して、前記第１の情報記録媒体に
記録された前記ライブラリ情報ファイルに含まれる複数のライブラリ情報の中の、前記第
２の情報記録媒体に記録されたコンテンツ情報に対応するライブラリ情報だけを前記第１
の記録再生手段に削除させる一部削除モードを実行する、ことを特徴とする請求項３に記
載の情報記録再生装置。



。
【０００４】
そこで、このようなハードディスク内蔵の画像記録再生装置に好適なライブラリ機能が提
案されている（例えば、特許文献１参照）。ライブラリ機能とは、複数枚の光ディスクや
ハードディスク内に保有している多くの画像を容易に一括して識別管理することを可能と
する機能である。具体的には、光ディスクやハードディスクに画像を記録する際に、記録
画像のライブラリ情報を作成してハードディスクに格納しておき、必要に応じてライブラ
リ情報の編集及び一覧表示が可能となる。これにより、ディスクが挿入されていない状態
でも、どのディスクにどの番組が録画されているかが容易に一覧可能となる。
【０００５】
【特許文献１】
特開２００２－１５０７５４号公報
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上述したライブラリ機能は非常に有用なものであるが、ライブラリ情報が膨大な量とな得
る。また、ライブラリ情報を整理し直したくなる場合もある。しかし、こうしたライブラ
リ情報の整理に適した手段はない。ライブラリ情報の整理を行うには、ハードディスクを
ライブラリ情報を含めてまとめて全部初期化したり、ディスク１枚ずつあるいは番組１件
ずつ手動でライブラリ情報の登録や削除を行うしかなく、自由度がなく大変な手間がかか
るという問題があった。
【０００７】
本発明の目的は、上記問題点を解消するためになされたもので、ライブラリ情報を効率よ
く整理することが可能な情報記録再生装置を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決し目的を達成するために、この発明の情報記録再生装置は、以下のように
構成されている。
【０００９】
（１）この発明の情報記録再生装置は、第１の情報記録媒体を含み且つ前記第１の情報記
録媒体に対する情報の記録、前記第１の情報記録媒体に記録されている情報の再生、及び
前記第１の情報記録媒体に記録されている情報の削除を実行する第１の記録再生手段と、
着脱可能な第２の情報記録媒体に対する情報の記録、及び前記第２の情報記録媒体に記録
されている情報の再生を実行する第２の記録再生手段と、前記第１及び第２の情報記録媒
体に記録された複数のコンテンツ情報に対応する複数のライブラリ情報を含むライブラリ
情報ファイルを、前記第１の記録再生手段により前記第１の情報記録媒体に対して記録さ
せる記録制御手段と、前記第１の情報記録媒体に記録された前記ライブラリ情報ファイル
に含まれる全てのライブラリ情報を前記第１の記録再生手段により削除させる処理、及び
前記第１の情報記録媒体に記録された全てのコンテンツ情報を前記第１の記録再生手段に
より削除させる処理を独立して実行する削除制御手段とを備えている。
【００１０】
（２）この発明の情報記録再生装置は、第１の情報記録媒体を含み且つ前記第１の情報記
録媒体に対する情報の記録、前記第１の情報記録媒体に記録されている情報の再生、及び
前記第１の情報記録媒体に記録されている情報の削除を実行する第１の記録再生手段と、
着脱可能な第２の情報記録媒体に対する情報の記録、及び前記第２の情報記録媒体に記録
されている情報の再生を実行する第２の記録再生手段と、前記第１及び第２の情報記録媒
体に記録された複数のコンテンツ情報に対応する複数のライブラリ情報を含むライブラリ
情報ファイルを、前記第１の記録再生手段により前記第１の情報記録媒体に対して記録さ
せる記録制御手段と、前記第１の情報記録媒体に記録された全てのコンテンツ情報だけを
前記第１の記録再生手段により削除させる処理を実行する削除制御手段とを備えている。
【００１１】
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（３）この発明の情報記録再生装置は、第１の情報記録媒体を含み且つ前記第１の情報記
録媒体に対する情報の記録、前記第１の情報記録媒体に記録されている情報の再生、及び
前記第１の情報記録媒体に記録されている情報の削除を実行する第１の記録再生手段と、
着脱可能な第２の情報記録媒体に対する情報の記録、及び前記第２の情報記録媒体に記録
されている情報の再生を実行する第２の記録再生手段と、前記第１及び第２の情報記録媒
体に記録された複数のコンテンツ情報に対応する複数のライブラリ情報を含むライブラリ
情報ファイルを、前記第１の記録再生手段により前記第１の情報記録媒体に対して記録さ
せる記録制御手段と、前記第１の情報記録媒体に記録された前記ライブラリ情報ファイル
に含まれる全てのライブラリ情報を前記第１の記録再生手段に削除させる全削除モードを
実行する削除制御手段とを備えている。
【００１２】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００１３】
図１は、本発明の一実施形態における画像記録再生装置の概略構成図である。図１に示す
画像記録再生装置は、内蔵されたハードディスク（第１の情報記録媒体）と着脱可能な記
録媒体（第２の情報記録媒体）としてのＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０６とを対象として、
動画像、静止画像、及び音声などの情報を記録再生するものである。
【００１４】
図１に示すように、画像記録再生装置は、ＴＶチューナ１０１、映像・音声符号化部１０
２、切り換え部１０３、映像・音声復号部１０４、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１０５、ハー
ドディスク部１０７、マイクロコンピュータブロック１０８、ユーザインターフェース部
１０９、制御バス１１０、外部入力端子１１１を備えている。
【００１５】
まず、画像記録再生装置による記録動作について説明する。ＴＶチューナ１０１または外
部入力端子１１１が、映像信号及び音声信号を入力する。映像・音声符号化部１０２は、
入力された映像信号をＭＰＥＧ－２圧縮により符号化するとともに、入力された音声信号
をあらかじめ選択されたモードに応じてＬＰＣＭ（ Linear PCM）やドルビーデジタル方式
などにより符号化する。さらに、映像・音声符号化部１０２は、符号化された映像信号及
び音声信号を多重化し圧縮ストリームデータを生成する。圧縮ストリームデータは、切り
換え部１０３を経由して、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１０５によりＤＶＤ－ＲＡＭディスク
１０６に記録されたり、またはハードディスク部１０７によりハードディスクに記録され
る。つまり、ハードディスク部１０７は、第１の情報記録媒体としてのハードディスクに
対して情報を記録する手段である。また、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１０５は、第２の情報
記録媒体としてのＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０６に対して情報を記録する手段である。
【００１６】
続いて、画像記録再生装置による再生動作について説明する。ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１
０５によりＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０６からデータが読み出されたり、またはハードデ
ィスク部１０７によりハードディスクからデータが読み出される。つまり、ハードディス
ク部１０７は、第１の情報記録媒体としてのハードディスクから情報を再生する手段であ
る。また、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１０５は、第２の情報記録媒体としてのＤＶＤ－ＲＡ
Ｍディスク１０６から情報を再生する手段である。ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１０５又はハ
ードディスク部１０７により読み出されたデータは切り換え部１０３を経由して映像・音
声復号部１０４に供給される。映像・音声復号部１０４は、供給されたデータを復号化し
、映像信号及び音声信号を出力する。
【００１７】
ユーザインターフェース部１０９は、キー入力を受け付けたり、各種情報を画面表示した
りする。また、マイクロコンピュータブロック１０８は、ＭＰＵ１０８ａ、ＲＯＭ１０８
ｂ、ＲＡＭ１０８ｃを備えており、制御バス１１０を介して全体を制御する。例えば、こ
のマイクロコンピュータブロック１０８は、ハードディスク部１０７及びＤＶＤ－ＲＡＭ
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ドライブ１０５の動作を制御する。これに伴い、ハードディスク部１０７は、ハードディ
スクに対して各種情報を記録したり、ハードディスクに記録されている各種情報を削除し
たりする。また、ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ１０５は、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０６に対
して各種情報を記録したり、ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０６に記録されている各種情報を
削除したりする。即ち、マイクロコンピュータブロック１０８は、記録制御及び削除制御
を実行する。
【００１８】
ＤＶＤ－ＲＡＭディスク１０６には、映像・音声データに加えて、映像・音声管理情報が
記録される。ハードディスク部１０７のハードディスクには、映像・音声データと映像・
音声管理情報に加えて、さらにライブラリタイトル情報およびディスク管理情報も記録さ
れる。
【００１９】
この画像記録再生装置は、切り換え部１０３を備えていることにより、例えばＤＶＤ－Ｒ
ＡＭと内蔵されたハードディスクの二つの記録媒体のうち一方の記録媒体から他方の記録
媒体に切り換え部１０３を経由して高速にダビングを行ったり、一方の記録媒体に録画し
ながら他方の記録媒体を再生したりするなど、種々の便利な機能を実現することができる
。
【００２０】
以下、ライブラリ情報に関連した部分を中心にさらに説明する。まず、ライブラリ情報フ
ァイルの保存形式について説明する。ライブラリ情報ファイルは、ライブラリタイトル情
報ファイルとディスク管理情報ファイルを含む。ライブラリ情報ファイルはハードディス
ク部１０７（ハードディスク部１０７のハードディスク）に保存される。つまり、ライブ
ラリタイトル情報ファイルとディスク管理情報ファイルは、ハードディスク部１０７に保
存される。ここで、これらのファイルの内容について説明する。
【００２１】
図２は、ハードディスク部１０７に保存されるライブラリタイトル情報ファイルの内容の
一例を示す図である。ライブラリタイトル情報ファイルに含まれるライブラリタイトル情
報の数は、図中のＮＬで示されている。記録される情報毎に、即ちタイトル１件毎（コン
テンツ１件毎）に、１つのライブラリタイトル情報（＃１、＃２など）が生成される。１
つのライブラリタイトル情報には、作成日時、録画日時、録画曜日、チャンネル、ジャン
ル、タイトル名、画質モード（ＳＰ、ＬＰ、マニュアル、ジャスト）、ビットレート（映
像のビットレート）、音質（ＬＰＣＭ、ドルビーデジタルなど）、ディスク識別番号、表
示ディスク番号、タイトル識別番号などの情報が含まれる。
【００２２】
図３は、ハードディスク部１０７に保存されるディスク管理情報ファイルの内容の一例を
示す図である。登録されているディスクの枚数は、図中のＮＤで示されている。１つのデ
ィスク毎に、１つのディスク管理情報（＃１、＃２など）が生成される。１つのディスク
管理情報は、ディスク識別番号、表示ディスク番号、ディスク名、ディスク残量情報など
の情報を含む。
【００２３】
表示ディスク番号とは、表示するためにディスク初期化時に自動的にまたはユーザが付加
する番号である。たとえば「００１」が面指定なしのディスク番号００１を示し、「００
１Ａ」がディスク番号００１のＡ面を示し、「００１Ｂ」がディスク番号００１のＢ面を
示す。ディスク識別番号とは、各ディスクに固有の番号であり、ＤＶＤ－ＲＡＭにあらか
じめまたはディスク初期化時などに記録されている。この番号はユーザの目に触れること
はなく、ディスクの識別に用いられる。タイトル識別番号とは、タイトルを一意に識別す
るために付加した番号であり、録画時などに付加される。このタイトル識別番号は、ディ
スク側にもタイトル毎に保存されている。なお、タイトル識別番号を省略して、その他の
タイトル情報の一致を検索することによってタイトルの識別を行ってもよい。
【００２４】
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上記説明したように、１つのライブラリタイトル情報は、ディスク識別番号とタイトル識
別番号を含むことで、一意にディスクとタイトルとの対応づけをすることができる。また
、１つのディスク管理情報は、ディスク識別番号を持っており、これにより一意にディス
クとの対応づけをすることができる。
【００２５】
なお、ハードディスク部１０７のハードディスクもディスクの一つとして扱われる。つま
り、ディスク管理情報ファイルの中には、ハードディスクに対応するディスク管理情報が
存在する。ハードディスク中にタイトルが録画されていれば、ライブラリタイトル情報フ
ァイル中には、ハードディスク中に録画されているタイトルに対応するライブラリタイト
ル情報が存在し、このライブラリタイトル情報に含まれるディスク識別番号は、ハードデ
ィスクを示すことになる。
【００２６】
続いて、ライブラリタイトル情報の表示の一例について説明する。ユーザインターフェー
ス部１０９は、ライブラリキーを備えている。ユーザが、ユーザインターフェース部１０
９のライブラリキーを押下することにより、ライブラリ画面が表示される。図４は、ライ
ブラリ表示画面の一例を示す図である。ライブラリ表示画面には、タイトル一覧が表示さ
れる。１つのタイトル表示には、ディスク番号（又はディスク名）、録画年月日・曜日・
時分、チャンネル、ジャンル、タイトル名などの情報が含まれる。図４に示すライブラリ
表示画面の一例では、各タイトルが録画年月日の新しい順に並べて表示されている。これ
らの内容は、ライブラリタイトル情報ファイルから読み出されたものである。
【００２７】
続いて、各種メニューについて説明する。図５は、ライブラリ表示中のクイックメニュー
及びこのクイックメニューから派生したサブメニューの一例を示す図である。ユーザイン
ターフェース部１０９は、クイックメニューキーを備えている。ユーザが、ユーザインタ
ーフェース部１０９のクイックメニューキーを押下することにより、クイックメニューが
表示される。クイックメニューとは、現在の状況で可能な操作のリストの一覧である。
【００２８】
図５の左側に示すように、クイックメニューには、例えば、「ＤＶＤ全ディスク残量」、
「タイトル情報」、「並び替え」、「ディスク別表示（ＤＶＤ）」、「ディスク別表示（
ＨＤＤ）」、「ジャンル別表示」、「曜日別表示」、「ディスク情報」、及び「ライブラ
リ管理」などの項目が表示される。「ライブラリ管理」の項目が選択されると（選択キー
を押下すると）、図５の右側に示すサブメニューが表示される。
【００２９】
ここで、クイックメニューの「ライブラリ管理」から派生したサブメニューの各項目につ
いて簡単に述べる。図５の右側に示すように、サブメニューには、例えば、「手動ディス
ク登録」、「タイトル情報削除」、「ディスク毎の情報削除」、「強制ディスク番号削除
」、「バックアップ作成」、「バックアップ書き戻し」、「全情報削除」、及び「ＤＶＤ
－ＲＡＭ全情報削除」などの項目が表示される。
【００３０】
「手動ディスク登録」の項目は、現在挿入中の未登録の１枚のディスク（ＤＶＤ－ＲＡＭ
）に対応するディスク管理情報をディスク管理情報ファイルに登録するとともに、このデ
ィスクに記録されたタイトルに対応するライブラリタイトル情報をライブラリタイトル情
報ファイルに登録する機能を指示する項目である。ディスクに記録されたタイトルが複数
存在すれば、これら複数のタイトルに対応する複数のライブラリタイトル情報がライブラ
リタイトル情報ファイルに登録される。
【００３１】
「タイトル情報削除」の項目は、現在選択中のタイトル１件に関する情報をライブラリタ
イトル情報ファイルから削除する機能を指示する項目である。つまり、１つのライブラリ
タイトル情報をライブラリタイトル情報ファイルから削除する機能を指示する項目である
。

10

20

30

40

50

(6) JP 3762347 B2 2006.4.5



【００３２】
「ディスク毎の情報削除」の項目は、現在選択中のディスク番号に対応するディスクの情
報をディスク管理ファイルから削除するとともに、そのディスクに含まれるタイトル全て
に関する情報をライブラリタイトル情報ファイルから削除する機能を指示する項目である
。つまり、選択された１つのディスクに対応する１つのディスク管理情報をディスク管理
ファイルから削除するとともに、選択されたディスクに含まれるタイトルに対応するライ
ブラリタイトル情報をライブラリタイトル情報ファイルから削除する機能を指示する項目
である。ディスクに記録されたタイトルが複数存在すれば、これら複数のタイトルに対応
する複数のライブラリタイトル情報がライブラリタイトル情報ファイルから削除される。
【００３３】
「強制ディスク番号削除」の項目は、指定されたディスク番号に対応するディスクの情報
をディスク管理ファイルから削除するとともに、そのディスクに含まれるタイトル全てに
関する情報をライブラリタイトル情報ファイルから削除する機能を指示する項目である。
つまり、指定された１つのディスク番号に対応する１つのディスク管理情報をディスク管
理ファイルから削除するとともに、選択されたディスクに記録されたタイトルに対応する
ライブラリタイトル情報をライブラリタイトル情報ファイルから削除する機能を指示する
項目である。ディスクに記録されたタイトルが複数存在すれば、これら複数のタイトルに
対応する複数のライブラリタイトル情報がライブラリタイトル情報ファイルから削除され
る。
【００３４】
「バックアップ作成」の項目は、ライブラリタイトル情報ファイルとディスク管理情報フ
ァイルをハードディスクからＤＶＤ－ＲＡＭにバックアップする機能を指定する項目であ
る。
【００３５】
「バックアップ書き戻し」の項目は、上記したバックアップ作成によりＤＶＤ－ＲＡＭ上
に作成されたライブラリタイトル情報ファイルとディスク管理情報ファイルの各バックア
ップファイルをハードディスクに書き戻す機能を指定する項目である。
【００３６】
「全情報削除」及び「ＤＶＤ－ＲＡＭ全情報削除」の両項目の機能は、後述する。
【００３７】
ここで、管理設定メニューについて説明する。ユーザインターフェース部１０９は、初期
設定キーを備えている。ユーザが、ユーザインターフェース部１０９の初期設定キーを押
下することにより、管理設定メニューが表示される。管理設定メニューには、「管理設定
」の項目が表示されている。この「管理設定」の項目が選択されると、「ＨＤＤ全タイト
ル削除」、「ＨＤＤ初期化」、及び「ＤＶＤ－ＲＡＭ物理フォーマット」の項目が選択可
能となる。
【００３８】
続いて、ＨＤＤ全タイトル削除機能について説明する。「ＨＤＤ全タイトル削除」の項目
が選択されると、ハードディスクに記録されている全タイトルが削除される。このＨＤＤ
全タイトル削除機能は、ハードディスクを初期化したいが、ライブラリ情報ファイルは残
したいという場合に非常に適している。この発明の画像記録再生装置には、複数のタイト
ルをまとめて削除することのできる一括削除機能も搭載されているが、ＨＤＤ全タイトル
削除機能による削除はファイルの削除であるため、一括削除機能よりもきわめて高速に削
除することができる。
【００３９】
前述したように、ＨＤＤ全タイトル削除機能は、ライブラリの削除機能ではないため、管
理設定メニューの中から実行可能となっている。ＨＤＤ全タイトル削除機能は、ディスク
の初期化に準ずるものとして扱われ、タイトルが変更できないように保護設定されている
かどうかを示すタイトル保護のチェックは省略する。ただし、実行前に警告メッセージが
表示される。
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【００４０】
ＨＤＤ全タイトル削除機能が実行されると、ハードディスクに記録されたライブラリタイ
トル情報ファイルに含まれる複数のライブラリタイトル情報の中の、ハードディスクに記
録された全タイトルに対応する複数のライブラリタイトル情報も削除される。このとき、
ハードディスクに記録されたライブラリタイトル情報ファイルに含まれる複数のライブラ
リタイトル情報の中の、ＤＶＤ－ＲＡＭに記録された全タイトルに対応する複数のライブ
ラリタイトル情報は削除されない。なぜなら、ハードディスクに記録されていた全タイト
ルが削除されたのであるから、これら削除された全タイトルに対応する複数のライブラリ
タイトル情報は不要となるからである。このように、ＨＤＤ全タイトル削除機能の実行に
伴う必要な処理が自動的に実行されるので、少ない手間でハードディスクの空き容量を確
保することができる。
【００４１】
図６は、ＨＤＤ全タイトル削除の動作の一例を示すフローチャートである。図６に示すよ
うに、ＨＤＤ全タイトル削除が指示されると（Ｓ６０１）、まず警告メッセージ１を表示
して「はい」「いいえ」のいずれかをユーザに選択させる（Ｓ６０２）。「いいえ」が選
択された場合は（Ｓ６０２、ＮＯ）、そのまま終了する。「はい」が選択された場合は（
Ｓ６０２、ＹＥＳ）、さらに警告メッセージ２を表示して「はい」「いいえ」のいずれか
をユーザに選択させる（Ｓ６０３）。「いいえ」が選択された場合は（Ｓ６０３、ＮＯ）
、そのまま終了する。「はい」が選択された場合は（Ｓ６０３、ＹＥＳ）、まずハードデ
ィスクの映像・音声データファイルを削除する（Ｓ６０４）。続いてハードディスクの映
像・音声管理ファイルを削除し（Ｓ６０５）、サムネイルファイルの初期化（Ｓ６０６）
、その他タイトル関連ファイル初期化（Ｓ６０７）を行う。さらに、ハードディスクのデ
ィスク番号管理ファイルからハードディスク関連分を削除し（Ｓ６０８）、ハードディス
クのライブラリタイトル情報ファイルからもハードディスク関連分を削除する（Ｓ６０９
）。
【００４２】
なお、Ｓ６０２で表示される警告メッセージ１は、例えば「タイトル保護が設定されてい
ても、全てのタイトルを削除します。ライブラリは削除されません。よろいしいですか？
」である。また、Ｓ６０３で表示される警告メッセージ２は、例えば「すべてのタイトル
が削除されます。本当によろしいですか？」である。
【００４３】
このＨＤＤ全タイトル削除では、このほかの録画予約履歴ファイルやその他ハードディス
ク上のタイトル情報と関係のないファイルについてはそのままとし、削除や変更は行わな
い。
【００４４】
なお、ＤＶＤ－ＲＡＭについては、全タイトル削除機能とディスク初期化機能は同じとな
るので、ＤＶＤ－ＲＡＭ全タイトル削除機能はもともと必要がないため機能として搭載し
ない。つまり、全タイトル削除機能はハードディスクに対してのみである。
【００４５】
従来のライブラリ機能で、この全タイトル削除機能と同じ結果を得るには、たとえば次の
ような方法があるが、いずれも非常に面倒であった。
（方法１）
・「バックアップ作成」によりライブラリタイトル情報ファイルをバックアップする。
・「ＨＤＤ初期化」によりハードディスクを初期化する。
・「バックアップ書き戻し」によりライブラリタイトル情報ファイルを書き戻す。
・「ディスク毎の情報削除」によりハードディスクに記録された全タイトルに対応するラ
イブラリタイトル情報を削除する。
（方法２）
・「ＨＤＤ初期化」によりハードディスクを初期化する。
・「手動ディスク登録」によりＤＶＤ－ＲＡＭを保有枚数だけ１枚ずつ手動登録する。
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【００４６】
この発明によれば、１回の操作で、ライブラリタイトル情報ファイルに影響することなく
、ＨＤＤに記録された全タイトルの内容のみを削除することができる。しかも、ライブラ
リタイトル情報の再登録、あるいはライブラリタイトル情報ファイルのバックアップと書
き戻しなどの手間が必要ない。
【００４７】
続いて、全ライブラリ情報削除機能について説明する。ここで述べる全ライブラリ情報削
除機能は、たとえばライブラリタイトル情報ファイルを整理し直したい場合に適している
。例としては、ユーザが表示ディスク番号を付けるに当たって、番号付与の規則を改めて
統一し直したい場合である。すなわち、１００番台は音楽、２００番台はドラマ、３００
番台はスポーツ、などにしたい場合などである。
【００４８】
全ライブラリ情報削除機能は、ハードディスクに録画された内容（タイトル）は消去せず
、ライブラリタイトル情報ファイル及びディスク管理情報のみを初期化する。図５に示す
ように、サブメニューから以下の２種類のモードを選択することができる。
・「全情報削除」
・「ＤＶＤ－ＲＡＭ全情報削除」
「全情報削除」の項目が選択されると、ＤＶＤ－ＲＡＭとハードディスクの両方の情報が
初期化される。一方、「ＤＶＤ－ＲＡＭ全情報削除」の項目が選択されると、ＤＶＤ－Ｒ
ＡＭの情報のみが初期化される。
【００４９】
通常は「ＤＶＤ－ＲＡＭ全情報削除」を使用することが多いと思われるが、「全情報削除
」の場合、ハードディスクに記録されたタイトルに対応するライブラリタイトル情報を削
除することにより表示が速くなるといった効果がある。
【００５０】
図７は、全ライブラリ情報削除の動作を示すフローチャートである。図７に示すように、
全ライブラリ情報削除が指示され（Ｓ７０１）、処理が開始される。即ち、「全情報削除
」及び「ＤＶＤ－ＲＡＭ全情報削除」のうちのどちらか一方の項目が選択され（Ｓ７０１
）、処理が開始される。
【００５１】
「ＤＶＤ－ＲＡＭ全情報削除」の項目が選択された場合には（Ｓ７０２、ＮＯ）、警告メ
ッセージ２を表示して「はい」「いいえ」のいずれかをユーザに選択させる（Ｓ７０８）
。「いいえ」が選択された場合は（Ｓ７０８、ＮＯ）、そのまま終了する。「はい」が選
択された場合は（ＳＴ７０８、ＹＥＳ）、ディスク管理情報ファイルに含まれる全てのＤ
ＶＤ－ＲＡＭに対応する情報を削除し（Ｓ７０６）、ライブラリタイトル情報ファイルに
含まれる全てのＤＶＤ－ＲＡＭに対応する情報を削除する（Ｓ７０７）。
【００５２】
「全情報削除」の項目が選択された場合には（Ｓ７０２、ＹＥＳ）、警告メッセージ１を
表示して「はい」「いいえ」のいずれかをユーザに選択させる（Ｓ７０３）。「いいえ」
が選択された場合は（Ｓ７０３、ＮＯ）、そのまま終了する。「はい」が選択された場合
は（ＳＴ７０３、ＹＥＳ）、ディスク管理情報ファイルに含まれるハードディスクに対応
する情報を削除し（Ｓ７０４）、ライブラリタイトル情報ファイルに含まれるハードディ
スクに対応する情報を削除する（Ｓ７０５）。さらに、ディスク管理情報ファイルに含ま
れる全てのＤＶＤ－ＲＡＭに対応する情報を削除し（Ｓ７０６）、ライブラリタイトル情
報ファイルに含まれる全てのＤＶＤ－ＲＡＭに対応する情報を削除する（Ｓ７０７）。
【００５３】
なお、Ｓ７０３で表示される警告メッセージ１は、例えば「全てのライブラリ情報を削除
します。よろしいですか？」である。一方、Ｓ７０８で表示される警告メッセージ２は、
例えば「ＤＶＤ－ＲＡＭの全てのライブラリ情報を削除します。よろしいですか？」であ
る。
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【００５４】
従来のライブラリ機能で、全ライブラリ情報削除機能と同じ結果を得るには、たとえば次
のような方法があるが、いずれも非常に面倒であった。
（方法１）
・「強制ディスク番号削除」（または「ディスク毎の情報削除」）をＤＶＤ－ＲＡＭの保
有枚数分だけ繰り返し、ディスク番号を全て削除する。
（方法２）
・ハードディスク上の必要なタイトルをいったんＤＶＤ－ＲＡＭに全てダビングする
・「ＨＤＤ初期化」によりハードディスクを初期化する。
・ＤＶＤ－ＲＡＭにダビングしたおいたタイトルをハードディスクにダビングして戻す。
この発明によれば、１回の操作で、全タイトル内容には影響することなく、ライブラリタ
イトル情報ファイルのみを初期化することができ、ディスク１枚ずつあるいはタイトル１
件ずつのライブラリタイトル情報の削除などの手間が必要ない。
【００５５】
以上説明してきたように、本発明によれば、ライブラリタイトル情報ファイルのみを初期
化したり、画像情報（タイトル）のみを初期化したりすることが容易に実現でき、大量の
ライブラリタイトル情報を効率よく整理・管理することができ、ライブラリ機能の利便性
をさらに高めることができる。
【００５６】
以下、具体的な効果についてまとめる。
【００５７】
（１）この発明の画像記録再生装置は、ハードディスクに格納されたライブラリタイトル
情報の全削除と、ハードディスクに格納された画像情報（タイトル）の全削除を独立に実
行できる。これにより、タイトル毎やディスク毎にライブラリタイトル情報を削除したり
登録したりしなくても、少ない手間で大量のライブラリタイトル情報を整理・管理するこ
とができる。
【００５８】
（２）この発明の画像記録再生装置は、ハードディスクに格納されたライブラリタイトル
情報を全削除することなく、ハードディスクに格納された画像情報（タイトル）の全削除
を独立に実行できる。これにより、ライブラリタイトル情報の再登録の手間をかけること
なく、ハードディスクに格納された画像情報のみを初期化してハードディスクを整理する
ことができる。さらに、この発明の画像記録再生装置は、ハードディスクに格納された画
像情報の全削除を実行する際に、不要となるライブラリタイトル情報、即ちハードディス
クに格納された画像情報に対応したライブラリタイトル情報を自動的に削除する。これに
より、削除した画像情報に対応するライブラリタイトル情報を手動で削除する手間が省け
る。
【００５９】
（３）この発明の画像記録再生装置は、ハードディスクに格納された画像情報を全削除す
ることなく、ハードディスクに格納されたライブラリタイトル情報の全削除を独立に実行
できる。これにより、タイトル毎やディスク毎にライブラリタイトル情報を削除したりす
ることなく、少ない手間で大量のライブラリタイトル情報を初期化して整理し直すことが
できる。さらに、この発明の画像記録再生装置は、ＤＶＤ－ＲＡＭとハードディスクの両
方に記録された画像情報に対応する全てのライブラリタイトル情報を削除するモードと、
ＤＶＤ－ＲＡＭに記録された画像情報に対応するライブラリタイトル情報を削除するモー
ドを備えている。これにより、ライブラリタイトル情報の全ての初期化と、ＤＶＤ－ＲＡ
Ｍに記録された画像情報に対応するライブラリタイトル情報分だけの初期化とを、ユーザ
が自由に選択して実行することができる。
【００６０】
本発明は、上記実施形態に限定されることなく、種々の応用が可能である。上記実施形態
では、取り扱う画像は動画を想定していたが、これは静止画でもよい。また、画像に付随
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した音声はあってもなくてもよい。また、着脱可能な記録媒体は、光ディスクでなくても
よく、たとえばフラッシュメモリなどを内蔵したメモリカードや、小型のハードディスク
などであってもよい。光ディスクの場合も、ＤＶＤ－ＲＡＭでなく、ＤＶＤ－ＲＷやその
他のフォーマットのディスクでよい。内蔵された記録媒体は、必ずしもハードディスクで
なくてもよい。
【００６１】
【発明の効果】
この発明によれば、ライブラリ情報を効率よく整理することが可能な情報記録再生装置を
提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態における画像記録再生装置の概略構成を示す図である。
【図２】ハードディスクに保存されるライブラリタイトル情報ファイルの内容の一例を示
す図である。
【図３】ハードディスクに保存されるディスク管理情報ファイルの内容の一例を示す図で
ある。
【図４】ライブラリ表示画面の一例を示す図である。
【図５】ライブラリ表示中のクイックメニュー及びこのクイックメニューから派生したサ
ブメニューの一例を示す図である。
【図６】ハードディスク全タイトル削除の動作の一例を示すフローチャートである。
【図７】全ライブラリ情報削除の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１０１…ＴＶチューナ
１０２…映像・音声符号化部
１０３…切り換え部
１０４…映像・音声復号部
１０５…ＤＶＤ－ＲＡＭドライブ
１０６…ＤＶＤ－ＲＡＭ
１０７…ハードディスク部
１０８…マイクロコンピュータブロック
１０９…ユーザインターフェース部
１１０…制御バス
１１１…外部入力端子
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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